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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 20,742 35.1 2,602 56.1 1,787 101.4 801 66.2
22年3月期第2四半期 15,352 3.3 1,667 △31.3 887 △52.9 482 △75.2

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 12.45 12.44
22年3月期第2四半期 7.49 7.49

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 175,715 51,795 29.5 804.63
22年3月期 170,660 51,348 30.1 797.79

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  51,794百万円 22年3月期  51,348百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00

23年3月期 ― 5.00

23年3月期 
（予想）

― 5.00 10.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 33,000 2.4 4,400 11.8 2,600 13.4 1,400 19.6 21.75



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）4ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q  68,323,613株 22年3月期  68,323,613株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  3,952,292株 22年3月期  3,960,292株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q  64,366,535株 22年3月期2Q  64,354,250株
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当第２四半期累計期間の連結業績は、売上高は建築内装事業・飲食事業で減収となったものの、住宅

事業で新規竣工２物件の売上計上による大幅増収と資産開発事業で匿名組合出資損益分配に係る売上計

上があり、ビル事業でも増収となったことから、全体として前年同期に比べ53億90百万円増、35.1%増

収の207億42百万円となりました。利益面におきましても、住宅事業で主に開発着手前の事業用地につ

いて事業計画の見直しに伴う評価損を計上し営業費用が増加したものの、資産開発事業の増収による増

益及びビル事業ほかの増益で、営業利益は前年同期に比べ９億35百万円増、56.1%増益の26億２百万

円、経常利益は前年同期に比べ９億円増、101.4%増益の17億87百万円となりました。第２四半期純利益

では、特別損失に資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額80百万円及び投資有価証券評価損51百万円

等の計上がありましたが、前年同期に比べ３億19百万円増、66.2%増益の８億１百万円となりました。 

（注）第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17

号 平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計

基準適用指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。これによる事業区分へ与える影響

は軽微なため、前年同期比較を行っております。 

  
各セグメント別の業績については以下の通りとなっています。 

 
  

「ビル事業」では、主力の東京サンケイビルほか既存ビルの一部においてはテナントの入替に伴う空

室の発生及び賃料水準の下落等により減収となったものの、昨年営業を開始したＪＡビル及び経団連会

館の当社所有床部分及び品川サンケイビル・日本橋サンケイビルの稼働率向上による増収もあり、また

当期よりビル事業に組み入れたサンケイビルマネジメントの売上１億円、さらに当期より連結子会社と

したＳＰＣ１社の売上93百万円を併せ、前年同期の「ビル賃貸事業」と比べ、売上高は２億８百万円

増、2.4%増収の87億24百万円となりました。営業利益でも増収による利益増と付帯費用等の減が寄与

し、前年同期に比べ１億17百万円増、4.2%増益の28億86百万円となりました。 

「資産開発事業」では、大手町連鎖型再開発に係る匿名組合出資損益分配及び大手町連鎖型再開発第

２次事業に係る受託業務報酬等の売上計上により、売上高は前年同期に比べ17億22百万円増と、大幅増

収の18億円となりました。営業利益でも増収による大幅利益増で前年同期の１億91百万円の営業損失に

対し、16億60百万円の利益計上となりました。 

「住宅事業」では、本年６月に竣工した「ルフォン飛鳥山」(東京都北区) 76戸及び本年８月に竣工

した「ルフォン宮前平」(神奈川県川崎市宮前区) 44戸の２物件が全戸完売したほか、「ルフォン吉祥

寺」(東京都武蔵野市)、「ルフォン御殿山」(東京都品川区)、ほかの併せて販売戸数138戸(前年同期は

56戸)の売上を計上し、売上高は前年同期に比べ37億14百万円増、109.7%増収の70億99百万円となりま

した。営業損益では、販売物件の損益が３億88百万円の利益計上となったものの、当第２四半期におい

て、主に開発着手前の事業用地について事業計画の見直しを行い、新たな事業計画を策定したことから

たな卸資産の評価損19億31百万円を計上したことにより、セグメントでは15億42百万円の損失計上（前

年同期は５億６百万円の営業損失）となりました。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(単位：百万円) (単位：百万円)

セグメントの名称

前第２四半期連結累計期間
（参考） セグメントの名称

当第２四半期連結累計期間

売上高 営業損益 売上高 営業損益

 ビル賃貸事業 8,516 2,769 ビル事業 8,724 2,886

 資産開発事業 78 △191 資産開発事業 1,800 1,660

 住宅分譲事業 3,385 △506 住宅事業 7,099 △1,542

 飲食事業 1,141 △73 飲食事業 1,055 △46

 建築内装事業 1,221 △2 建築内装事業 1,129 0

 ビルマネジメント事業 2,006 34 ビルメンテナンス事業 1,954 48

 その他の事業 255 △12 その他の事業 264 △63

 消去又は全社 △1,252 △350 調整額 △1,283 △341

合計 15,352 1,667 合計 20,742 2,602
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「飲食事業」では、引き続き厳しい事業環境の中で一部を除き多くの店舗で減収を余儀なくされ、ま

た、不採算店舗の閉店もあり、売上高は前年同期に比べ86百万円減、7.6%減収の10億55百万円となり、

営業損益でもコスト削減に取り組み、改善が見られたものの、46百万円の損失計上（前年同期は73百万

円の営業損失）となりました。 

「建築内装事業」では、依然として厳しい状況の中で展示設営業務で改善の兆しが見られるものの、

前年計上の大型内装関連工事収入の反動減で、売上高は前年同期に比べ92百万円減、7.6%減収の11億29

百万円となりましたが、営業損益では0.2百万円の利益計上（前年同期は２百万円の営業損失）となり

ました。 

「ビルメンテナンス事業」では、設備関連工事収入の増収はあったものの、事業再編により組替えた

前年計上のサンケイビルマネジメントの売上が減少し、ビル管理収入の減もあったことから、前年同期

の「ビルマネジメント事業」と比べ、売上高は52百万円減、2.6%減収の19億54百万円となりましたが、

営業利益は前年同期に比べ14百万円増、40.6%増益の48百万円となりました。 

「その他の事業」は、サンケイホールブリーゼの運営事業ほかで、売上高は前年同期に比べ９百万円

増、3.5%増収の２億64百万円となりましたが、営業損益は63百万円の損失計上（前年同期は12百万円の

営業損失）となりました。 

  

当第２四半期末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ50億55百万円増加して、1,757億15百万円と

なりました。主な要因は、販売用不動産及び仕掛販売用不動産の販売進捗による25億８百万円の減少、

開発不動産の新たな開発用地取得による増加と評価損計上による減少との差し引きによる15億67百万円

の増加、その他繰延税金資産の増加等との差し引きで流動資産が21百万円減少しており、また、従来開

示対象特別目的会社として情報開示していました合同会社オー・エム・シー・イー開発を本年６月に追

加で匿名組合出資を行い、第１四半期末において当社の連結子会社としたことにより、同社所有の土地

45億３百万円ほか、同社の連結に伴いのれん29億11百万円を計上し、一方営業投資有価証券の減少、減

価償却による建物及び構築物の減少等との差し引きにより固定資産が50億78百万円増加したことによる

ものです。 

負債合計は、前連結会計年度末に比べ46億８百万円増加して、1,239億19百万円となりました。短期

借入金の返済等による流動負債30億88百万円の減少と新規発行による社債100億円の増加と長期借入金

の減少との差し引き等による固定負債76億96百万円の増加との差し引きによるものです。 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ４億47百万円増加して、517億95百万円となりました。これ

は、四半期純利益と配当金の支払との差し引き等によるものです。 

  

キャッシュ・フローの状況については、当第２四半期末における現金及び現金同等物（以下「資金」

という。）は、前連結会計年度末に比べ、５億65百万円増加し（前年同期比△５億64百万円）、43億55

百万円となりました。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、23億29百万円の資金の増加（前年同期比△63億87百万円）と

なりました。これは主に税金等調整前四半期純利益、減価償却費及びたな卸資産評価損の計上と、分譲

マンション用地等の開発不動産の新規取得と竣工物件の販売進捗で販売用不動産が減少したことの差し

引きにより、たな卸資産が増加したことによる資金の減少、法人税等の支払い等によるものです。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、７億78百万円の資金の減少（前年同期比＋12億68百万円）と

なりました。これは主に大手町連鎖型再開発第２次事業等に係る有形固定資産の取得による支出、新規

事業に係る借地権等、無形固定資産の取得による支出及び青海Ｑ区画特定目的会社への追加優先出資に

よるものです。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、14億42百万円の資金の減少（前年同期比＋53億88百万円）と

なりました。これは社債の発行及び長期の借入れによる収入と短期・長期併せた借入金の返済による支

出との差し引き及び配当金の支払によるものです。 

また、上記記載のキャッシュ・フローに新規連結子会社の資金４億55百万円を併せて当第２四半期末

における資金の期末残高は43億55百万円となりました。 
  

(2) 連結財政状態に関する定性的情報
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平成22年５月14日に発表した平成23年３月期の連結業績予想に変更はありませんが、第２四半期累計

期間の業績を踏まえてセグメント別の内訳は下記の通り変更しております。 

 
  
  

該当事項はありません。 
  

①簡便な会計処理 

 ・棚卸資産の評価方法 

棚卸資産の簿価切下げについては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を

見積もり、簿価切下げを行う方法によっております。 

 ・固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算

定する方法によっております。 

 ・繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断については、前連結会計年度末以降に経営環境等、又は一時

差異等の発生状況に著しい変化が認められた場合に、前連結会計年度決算において使用した将来

の業績予測やタックス・プランニングに当該著しい変化の影響を加味したものを利用する方法に

よっております。 

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

 該当事項はありません。 
  

①「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20

年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平

成20年３月31日）を適用しております。 

 これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益がそれぞれ４百万円減少し、税金等

調整前四半期純利益が84百万円減少しております。 

 ②「連結財務諸表に関する会計基準」に基づく「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則

等の一部を改正する内閣府令」の適用 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸

表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内

閣府令第５号）の適用により、当第２四半期連結累計期間及び当第２四半期連結会計期間では、「少

数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。 
  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報

参考（セグメント別内訳） (単位：百万円)

事業の種類別 
セグメントの名称

今回予想(通期) 当初予想(通期) 増減

売上高 営業損益 売上高 営業損益 売上高 営業損益

ビル事業 17,400 5,500 17,500 5,400 △100 100

資産開発事業 1,850 1,600 100 △450 1,750 2,050

住宅事業 7,350 △1,900 8,700 150 △1,350 △2,050

飲食事業 2,150 △25 2,150 15 ― △40

建築内装事業 2,500 10 2,600 25 △100 △15

ビルメンテナナス事業 3,900 70 3,800 40 100 30

その他の事業 650 △50 700 5 △50 △55

調整額 △2,800 △805 △2,550 △785 △250 △20

合計 33,000 4,400 33,000 4,400 ― ―

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,376 3,811

受取手形及び売掛金 975 1,115

有価証券 － 14

販売用不動産 1,260 2,864

仕掛販売用不動産 － 904

開発不動産 10,715 9,148

その他のたな卸資産 44 32

繰延税金資産 1,258 521

その他 612 853

貸倒引当金 △1 △3

流動資産合計 19,241 19,263

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 62,346 63,419

機械装置及び運搬具（純額） 718 764

土地 73,856 69,352

リース資産（純額） 31 36

建設仮勘定 1,198 905

その他（純額） 523 575

有形固定資産合計 138,675 135,054

無形固定資産

のれん 2,911 －

その他 467 172

無形固定資産合計 3,379 172

投資その他の資産

投資有価証券 548 609

営業投資有価証券 8,105 9,694

長期貸付金 3,155 3,241

繰延税金資産 609 577

その他 2,210 2,256

貸倒引当金 △248 △248

投資その他の資産合計 14,381 16,131

固定資産合計 156,436 151,358

繰延資産 36 38

資産合計 175,715 170,660
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,006 884

短期借入金 － 3,300

1年内返済予定の長期借入金 9,693 9,642

リース債務 9 9

未払法人税等 1,522 480

賞与引当金 256 279

役員賞与引当金 38 60

その他 2,436 3,393

流動負債合計 14,962 18,050

固定負債

社債 30,000 20,000

長期借入金 48,827 51,537

リース債務 21 26

再評価に係る繰延税金負債 16,710 16,710

退職給付引当金 743 731

環境対策引当金 31 14

資産除去債務 197 －

長期未払金 284 363

長期預り敷金 12,141 11,877

その他 0 0

固定負債合計 108,957 101,260

負債合計 123,919 119,311

純資産の部

株主資本

資本金 14,120 14,120

資本剰余金 12,975 12,975

利益剰余金 16,309 15,830

自己株式 △1,420 △1,423

株主資本合計 41,985 41,503

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 13 49

土地再評価差額金 9,795 9,795

評価・換算差額等合計 9,809 9,845

少数株主持分 0 －

純資産合計 51,795 51,348

負債純資産合計 175,715 170,660
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(2) 四半期連結損益計算書

（第２四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

売上高 15,352 20,742

売上原価 12,312 16,530

売上総利益 3,040 4,211

販売費及び一般管理費 1,373 1,609

営業利益 1,667 2,602

営業外収益

受取利息 47 44

受取配当金 10 10

法人税等還付加算金 25 －

その他 53 36

営業外収益合計 137 91

営業外費用

支払利息 887 839

その他 29 66

営業外費用合計 916 906

経常利益 887 1,787

特別損失

固定資産除却損 11 6

減損損失 － 12

投資有価証券評価損 － 51

環境対策引当金繰入額 － 16

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 80

早期割増退職金 － 32

特別損失合計 11 199

税金等調整前四半期純利益 876 1,588

法人税、住民税及び事業税 134 1,542

法人税等調整額 259 △755

法人税等合計 394 787

少数株主損益調整前四半期純利益 － 801

少数株主利益 － 0

四半期純利益 482 801
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（第２四半期連結会計期間）

（単位：百万円）

前第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成22年７月１日
至 平成22年９月30日)

売上高 8,235 10,608

売上原価 6,714 8,513

売上総利益 1,521 2,095

販売費及び一般管理費 671 830

営業利益 850 1,265

営業外収益

受取利息 23 22

法人税等還付加算金 25 －

その他 18 11

営業外収益合計 67 33

営業外費用

支払利息 446 433

その他 10 9

営業外費用合計 456 443

経常利益 460 855

特別損失

固定資産除却損 1 2

早期割増退職金 － 32

特別損失合計 1 35

税金等調整前四半期純利益 459 820

法人税、住民税及び事業税 126 1,222

法人税等調整額 88 △830

法人税等合計 215 392

少数株主損益調整前四半期純利益 － 428

少数株主利益 － 0

四半期純利益 243 428
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 876 1,588

減価償却費 1,963 1,892

のれん償却額 － 36

たな卸資産評価損 150 1,931

減損損失 － 12

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 80

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △31 △22

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1 △1

受取利息及び受取配当金 △57 △55

支払利息 887 839

売上債権の増減額（△は増加） 453 △285

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,364 △1,001

仕入債務の増減額（△は減少） △350 163

退職給付引当金の増減額（△は減少） 8 11

長期未払金の増減額（△は減少） △24 △79

賞与引当金の増減額（△は減少） △35 △23

固定資産除売却損益（△は益） 11 6

投資有価証券評価損益（△は益） － 51

営業投資有価証券の増減額（△は増加） － △1,323

特別退職金 － 32

前払費用の増減額（△は増加） △135 242

預り金の増減額（△は減少） △37 △47

差入保証金の増減額（△は増加） 44 △21

預り敷金及び保証金の増減額（△は減少） 886 △201

未払又は未収消費税等の増減額 1,437 △292

その他 185 143

小計 8,594 3,677

利息及び配当金の受取額 57 55

利息の支払額 △921 △848

特別退職金の支払額 － △32

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 984 △521

営業活動によるキャッシュ・フロー 8,716 2,329

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 － △41

投資有価証券の償還による収入 － 14

営業投資有価証券の取得による支出 － △240

営業投資有価証券の出資払戻による収入 13 1

有形固定資産の取得による支出 △2,140 △352

無形固定資産の取得による支出 － △303

貸付けによる支出 △0 －

貸付金の回収による収入 33 89

その他 46 53

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,046 △778

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △6,500 △3,300

リース債務の返済による支出 △4 △2

長期借入れによる収入 10,500 4,000

長期借入金の返済による支出 △9,944 △11,808

社債の発行による収入 － 10,000

社債の償還による支出 △500 －

配当金の支払額 △385 △334

その他 4 2

財務活動によるキャッシュ・フロー △6,830 △1,442
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △161 108

現金及び現金同等物の期首残高 5,081 3,790

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 455

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,919 4,355
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 該当事項はありません。 

  

① 事業の種類別セグメント情報 
  

 

(注)１ 事業区分は売上集計区分によっています。 

２ 各事業の主な内容 

 
  

② 所在地別セグメント情報 

 該当事項はありません。 

  

③ 海外売上高 

 該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） (単位：百万円)

ビル賃貸 
事業

資産開発 
事業

住宅分譲
事業

飲食事業
建築内装

事業

ビルマネ
ジメント

事業

その他の
事業

計
消去 

又は全社
連結

売上高及び営業損益

売上高

(1)外部顧客に対する 
   売上高

8,341 78 3,385 1,004 1,090 1,289 161 15,352 ― 15,352

(2)セグメント間の 
  内部売上高又は 
  振替高

174 ― ― 136 130 716 93 1,252 (1,252) ―

計 8,516 78 3,385 1,141 1,221 2,006 255 16,605 (1,252) 15,352

営業費用 5,746 270 3,892 1,214 1,223 1,971 267 14,587 (901) 13,685
営業利益又は 
営業損失(△)

2,769 △191 △506 △73 △2 34 △12 2,017 (350) 1,667

(1) ビル賃貸事業……………… 賃貸ビル・賃貸マンション・貸会議室・貸ホールの経営等

(2) 資産開発事業……………… 収益用不動産の開発・取得及びファンドの運用等

(3) 住宅分譲事業……………… マンション等住宅関連の開発及び分譲

(4) 飲食事業…………………… レストランの経営

(5) 建築内装事業……………… 建築工事全般並びに展示、装飾等の製作、イベント・学会等の運営

(6) ビルマネジメント事業…… プロパティマネジメント業務・建物機械設備の維持管理・警備・清掃業務の

受託等

(7) その他の事業……………… 興行の企画制作・貸ホールの運営、人材派遣、給与業務の受託等
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【セグメント情報】 

(追加情報) 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 
  

１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっている

ものです。 

 当社グループは、ビル事業、資産開発事業、住宅事業、飲食事業、建築内装事業、ビルメンテナン

ス事業、その他の事業の複数の業種にわたる事業を営んでおり、業種別に区分された事業ごとに、当

社及び当社の連結子会社（以下、事業運営会社）が各々独立した経営単位として、それぞれの事業に

従事する経営スタイルを採用しております。各々の事業運営会社は、主体的に各事業ごとの包括的な

事業戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

 なお、報告セグメントにおける各事業の主な内容は、以下のとおりであります。 
  

 
  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報 
  

 
 (注)１ セグメント利益又は損失(△)の調整額には、セグメント間取引消去△1,250百万円、各報告セグメントに配

分していない全社費用308百万円が含まれております。 

 ２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

 ３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

  当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

 (固定資産に係る重要な減損損失) 

 該当事項はありません。 

(1) ビル事業…………………… 賃貸ビル・賃貸マンション・貸会議室・貸ホールの経営、アセットマネジメ

ント・プロパティマネジメント業務等

(2) 資産開発事業……………… 収益用不動産の開発・取得及びファンドの運用等

(3) 住宅事業…………………… マンション等住宅関連の開発及び分譲

(4) 飲食事業…………………… レストランの経営

(5) 建築内装事業……………… 建築工事全般並びに展示、装飾等の製作、イベント・学会等の運営

(6) ビルメンテナンス事業…… 建物機械設備の維持管理・警備・清掃業務の受託等

(7) その他の事業……………… 興行の企画制作・貸ホールの運営、業務の受託等

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） (単位：百万円)

報告セグメント

調整額 
(注)１

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)２

ビル事業
資産開発 

事業
住宅事業 飲食事業

建築内装
事業

ビルメン
テナンス

事業

その他の
事業

計

売上高

(1)外部顧客に対する 
   売上高

8,569 1,798 7,099 920 1,052 1,121 180 20,742 ― 20,742

(2)セグメント間の 
  内部売上高又は 
  振替高

154 1 ― 134 77 832 83 1,283 △1,283 ―

計 8,724 1,800 7,099 1,055 1,129 1,954 264 22,025 △1,283 20,742
セグメント利益又は 
損失(△)

2,886 1,660 △1,542 △46 0 48 △63 2,944 △341 2,602
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 (のれんの金額の重要な変動) 

「ビル事業」セグメントにおいて、第１四半期連結会計期間に合同会社オー・エム・シー・イー

開発を連結したことにより、のれんを計上いたしました。なお、当該事象によるのれんの当第２四

半期連結累計期間における償却額は37百万円及び当第２四半期連結会計期間末未償却残高は2,911

百万円であります。 

  

該当事項はありません。 

  

  

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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